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我々は、2mm帯 SIS受信機 B4Rをメキシコの LMT50m鏡に搭載し、大質量星形成領域であるOrion-KL領
域 (∼414 pc)において、127.9 - 152.4GHzのうち、約 20GHzの周波数帯域でOTF観測による試験観測 (空間分
解能：10秒角、観測領域：10′ × 10′(2018年)、5′ × 5′(2019年))を行ってきた。これにより複数の遷移を用いた
Rotation Diagramによる解析が 2次元的に可能となり、Hot CoreやCompact Ridge周辺の炭素鎖分子および複
雑な有機分子などの分布や回転温度、柱密度の導出を進めている (米津他 21年春季年会、他)。本観測結果 (空間
スケール：0.02 pc)より、CH3OCHOとC2H5CNの存在量比を導出した。Colettaら (A&A, 641, A54, 2020)は、
より遠方の異なる進化段階にある大質量星形成領域のO-bearing分子とN-bearing分子の存在量比が対数で概ね
一定 (0.8∼2.0)であるとしており、本観測での Compact Ridgeの存在量比と近いことが分かった。このことは、
Colettaらが抽出した領域 (空間スケール：0.2 -0.7 pc)では、Orion-KLの比較的高温のN-bearing分子が多い環境
よりも、Compact RidgeのようなO-bearing分子が多い環境が比較的広く分布していることを示唆する。本講演
では、LMT/B4Rの大集光力、広域観測、広帯域分光による観測の効果と上記一連の解析結果の詳細を報告する。


